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『
文
芸
さ
ん
む
』
十
六
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

　
今
号
に
は
六
十
三
名
の
方
々
よ
り
七
分
野
に
わ
た
り
八
十
三
篇
の

力
作
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
編
集
委
員
一
同
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
元
日
の
大
地
震
、
九

月
の
豪
雨
災
害
及
び
各
地
の
記
録
的
な
猛
暑
な
ど
例
年
と
は
異
な
る

地
球
環
境
に
入
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
パ
リ
五
輪
、
石
破
政
権
の
発
足
さ
ら
に
秋
に
は
「
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会
」
の
「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
」
の
受
賞
な
ど
歴

史
的
な
年
で
し
た
。
田
中
熙
巳
氏
の
「
人
類
が
核
に
よ
っ
て
自
滅
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
と
の
受
賞
式
で
の
言
葉
が
強
く
心
に
残
り

ま
し
た
。

　
一
方
わ
が
市
に
於
い
て
は
大
き
な
災
害
も
な
く
、
米
の
収
穫
も
良

好
で
あ
り
「
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
移
転
オ
ー
プ
ン
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
創
刊
以
来
毎
年
寄
稿
さ
れ
て
い
る
方
々
及
び
今

回
初
め
て
寄
稿
く
だ
さ
っ
た
方
々
他
す
べ
て
の
皆
様
の「
今
の
思
い
」

が
こ
の
文
集
に
刻
ま
れ
、
歴
史
の
一
端
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。

　
次
号
へ
の
ご
寄
稿
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
巻
頭
言
を
戴
い
た
山
武
市
社
会
教
育
委
員
長
の
北
田
玲

子
様
、
表
紙
絵
の
成
東
東
中
学
校
の
柏
熊
大
地
さ
ん
、
中
扉
の
仏
像

作
品
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
「
仏
像
謹
刻
会
」
の
皆
様
、
編
集
実
務
を

担
当
し
て
下
さ
っ
た
生
涯
学
習
課
の
皆
様
他
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
多

く
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
今
関
）

　
多
い
時
に
は
十
六
名
の
編
集
委
員
が
お
り
ま
し
た
が
、
高
齢
・
健
康

状
況
等
の
事
情
に
よ
り
現
在
は
十
名
と
手
薄
の
状
態
で
す
。
特
に

松
尾
・
蓮
沼
地
区
に
は
一
人
ず
つ
し
か
お
ら
ず
、
ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
で

編
集
の
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
実
働
期
間
は
、
九
月
か
ら
三
月
ま
で
の
半
年
間
、
五
回
の
編
集
会
議

と
必
要
に
応
じ
て
の
部
門
別
の
校
正
点
検
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
新
風
を
吹
き
込
み
活
性
化
を
図
る
意
味
で
、
ぜ
ひ
新
し
い
編
集
委
員

の
方
々
の
参
加
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
編
集
委

員
会
に
て
正
式
決
定
し
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
委
員
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

み

て
る



　

編
集
委
員

　

・
工
藤　

進
（
編
集
委
員
長
）

　

・
秋
葉　

重
一

　

・
今
関　

恵
子

　

・
鵜
澤　

美
知
子

　

・
大
掛　

史
子

　

・
川
島　

隆

　

・
佐
瀬　

智

　

・
高
浦　

な
み
子

　

・
竹
内　

克
隆

　

・
立
川
目　

陽
子

　

（
題　

字
）
中
野　

日
賀

　

（
表
紙
絵
）
柏
熊　

大
地
（
山
武
市
立
成
東
東
中
学
校
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
タ
イ
ト
ル　

先
入
観
）

　

（
中　

扉
）
協
力　

仏
像
謹
刻
会　

山
武
市
市
民
文
集　

文
芸
さ
ん
む　
　

第
十
六
号

山
武
市
市
民
文
集

　

文
芸
さ
ん
む　
　

第
十
六
号

　
　

令
和
七
年
二
月
発
行

　　

編
集

　
　

山
武
市
市
民
文
集
編
集
委
員
会

　

発
行

　
　

山
武
市
教
育
委
員
会

　
　

山
武
市
津
辺
二
六
二　

一

　
　

成
東
中
央
公
民
館
内

　
　

〇
四
七
五　

八
〇　

一
四
五
一

　

印
刷

　
　

山
武
印
刷
有
限
会
社

　

皆
様
の
ご
感
想
や
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
よ
り
良
い

文
集
に
育
て
た
い
と
存
じ
ま
す
。
文
集
全
体
に
関
わ
る

こ
と
、
ジ
ャ
ン
ル
別
、
作
品
別
等
々
貴
重
な
ご
意
見
ご

感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

提
出
先　

山
武
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
山
武
市
津
辺
二
六
二　

一　

成
東
中
央
公
民
館
内

　
　
　
　
　

電　

話　

〇
四
七
五　

八
〇　

一
四
五
一

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
五　

八
二　

二
〇
五
八

　
　
　
　
　

メ
ー
ル   

ご
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

shogaigakushu@city.sammu.lg.jp




